
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にて解答速報即日公開！
01/21(金) 杏林 , 01/22(土) 東邦 , 01/25(火) 愛知医 , 01/26(水) 順天堂 , 01/27(木) 日医 , 01/28(金) 昭和 I 期
01/31(月) 女子医 , 02/01(火) 聖マリ , 02/02(水) 東海 1日目 , 02/03(木) 東海 2日目 , 02/05(土) 東医 , 
02/06(日) 慈恵 , 02/08(火) 日大 , 02/21(月) 慶應 , 03/05(土) 昭和 II 期

 
分割入試以来、毎年この講座から3～5名の合格者を出し続けてきました。 
昭和 II プレ講座 02/09（水）～02/27（日） 9:00～22:20 
昭和 II 直前講座 02/26（土）～03/05（土） 9:00～22:20 

共に『昭和 II 臨戦模試』（02/26・02/27）を含みます。 
今年の医学部一次試験が終わったその瞬間から次の入試が始まっています。 

02/09（水）開講『アムス・プレ春期講習』は、日本で唯一の〝入試の 12 ヶ月前から
始める医学部受験対策〟です。※03/15（火）からは一般的な春期講習が開講します。 
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� �
英語講評� �� �
難易度：例年並　分量：変化なし　合格ライン：85%以上
例年通りの出題であり、客観式に加え、和訳と英作文の記述問題が課された。客観式の問題はいずれも平
易であり、特に長文問題は例年と比べてもきわめて読みやすかったと言えよう。文法問題も多少は迷うも
のがあったかもしれないが消去法で答えが出るものが多く、ほぼ満点近くを取れる難易度であった。一
方、記述式の問題においては、和訳・英訳ともに平易な部類とはいえ、訓練を積んでいない受験生は余計
な時間が取られてしまったのではないか。全体としても 80％近くを取る受験生が多いと思われる以上、
合格には 85％以上は欲しいところである。� �

1 　長文総合（内容把握、空所補充、下線部言い換え）

問 1 エ【3¶の 2文目に “vary according to how far a traveler has flown”とある。】
問 2 イ【Dr. Minskyの指摘する時差ボケの 3つの要因は、4¶の「旅の準備で疲れ果てる」「アルコール摂

取」の 2つ、次の 5¶に「体内時計の混乱」である。】
問 3 ア【5¶の最後にある。】
問 4 ウ【6¶の 3文目には「西に向かうと太陽の向きなので少しラク」とあり、東向きはその逆。】
問 5 イ【7¶に “night owls”と extroverts (= sociable person)に言及があり、若者のほうが年輩者よりも楽

とあるが、alert peopleについて言及はない。】
問 6 ア【8¶の 5文目にある。】
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問 7 ウ【前のパラグラフの内容を this afflictionで受けていることから推測できるだけでなく、同じパラグ
ラフの中ではトピックは変わらないことから、次の文もヒント。】

問 8 イ【下線部言い換えではあるが、空所補充のように考えると平易。cueとは、舞台などで出演者が出る
きっかけとなる合図のこと。】

問 9 エ【allと noneの対比も読み取れる。】
問 10 ア【直後に命令文が続くが、《命令文は具体例》であり、それらを総括するのが strategies = methods

となる。attitudes「態度」だとそこまで具体的な行動に翻訳できない。】
問 11 エ【最後のパラグラフに書いてある内容から判断する。】
問 12 ウ【最初の段落は文章全体のイントロなので、内容的には 3¶、4¶、8¶から判断する。】

2 　文法空所補充

1. イ　 2. ウ 3. ア 4. ウ 5. エ
6. ア　 7. エ 8. ア 9. イ 10. ウ

【解説】例年はもう少し迷う設問もあるように思うが、今年は非常に基本的なものばかりが出題されて
いる。7. の most days は直接思いつくのは厳しいかもしれないが、「each, either, every は単数扱い」
を覚えていればア・ウが不適当であることはすぐに分かる。イの almostが名詞を修飾できない副詞で
あることは頻出で、消去法によって正解を得る。8.は This – that oneがmy hat — whose（所有代名
詞）と対応する。

3 　熟語言い換え

1. ア 2. エ 3. ア 4. イ 5. ウ
6. ウ 7. ア 8. エ 9. ア 10. イ

【解説】下線部言い換え問題だが、空所補充のように考えると難度が高めの問題にも対応できる。6. の
indigenousの語は後半の for many thousands of yearsという表現から推測できる。オーストラリアの
aboriginesのことである。10.の headwayも頻出とは言えない表現だが、たとえば go aheadなどを思
い起こせば推測は可能だろう。

( page 2 of 4 )
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4 　会話問題／状況把握

1. ウ　 2. イ　 3. ア
4. ウ　 5. ア　 6. エ

【解説】一昨年から、会話や場面の状況把握を試す問題が続いている。単純な会話の穴埋めではなく、
情報を理解しているか、そして《この先の展開を推測できるか》を問うている点がポイント。歯医者の
予約の問題では、7/11の予定を変更（re- + schedule）したいと申し出て、スズキ先生にお願いしたい
けど、その週（7/11-15）は自分は出張しているので無理、さらに先延ばしするのも厳しいのでモリ先
生にお願いするか…という流れ。忘れ物の問題は、最後の “get back to you”はその直前に男性の名前
と電話番号を聞いていることから、「折り返し連絡します」という意味だと分かる。

5 　文整序

問 1 エ　問 2 イ　問 3 ア

【解説】今回の問題は非常に平易。問 1 は、Building 1 → enter the building → get to the second
floor → halfway down と流れを追えばよい。問 2は 3の “the results”から 2と 3の関係がわかり、1
の “also”が 4の thatSVと並列であることを読み取れば、4の It turns out thatSVの意味を考えて全
ての順番が決定する。問 3は各選択肢の冒頭副詞を読むだけでほぼ決定できる。

6 　図表読み取り

問 1 エ　問 2 ア　問 3 ウ　問 4 エ

【解説】表は、男女それぞれ年齢別に食料群摂取量の目安。問 1は野菜・果物の目安が変わらない年齢
群を問う設問、問 2は男女の乳製品摂取の目安の 18歳から 19歳にかけての変化を問う設問、問 3は
女性の穀物摂取の目安が 2歳から 30歳までにどれくらい変化するを問う設問、問 4は女性の野菜・果
物摂取量が最大となる年齢を問う設問。

( page 3 of 4 )
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7 　英文和訳

多くの国では(1)国際化や技術の進歩、および環境の悪化を含めた急速な社会変化に応えて、教育改革が
大々的に推進されてきた。たとえば日本においては、(2)小学校や中学校で重視された内容は、生徒たち
の知的、道徳的、身体的な発達の調和を図るということである。そうすることによって、学校の内外で
生徒たちが自らの個人的な興味や主体性を深めていくことが期待されている。

【解説】(1)educational reforms「教育改革」が S、have been promoted「推進されてきた」が Vを押
さえるのはたやすい。in response to～「～に応じて」「～に答えて」を書ければ、あとは比較的簡単だ
ろう。deterioration「悪化」は、やや難語だが、受験向けに知っておきたい語の一つではある。
(2)whatSVが S、isが V、to harmonizeが Cとなっている。

8 　和文英訳

(1) Video games may be thought to be just an entertainment for the young, but nowadays they are
being used for promoting the quality of life of the elderly as well.
Video games tend to be regarded as an amusement for young people, but recently they are also
being used to enhance the elderly people’s quality of life.

(2) The use of these games is said to be very useful in decreasing the possibility of injury for this age
group.
It is said that to reduce the possibility of injury, using such games is beneficial for the people of
this age group.

【解説】(1) 「～しがち」という表現は頻出。「高める」は 7 にもあった promoteを使うのが一つの手。
(2)「この年齢層の人々が」を第 1例では「けがをする」にかけ、第 2例では「使用する」にかけて訳出
している。意味はどちらもあまり変わらないが、英文を作るリズムが変わるので、自分が選択した構文
に合うようにしないと無駄にややこしい英語を作りかねないので注意が必要。
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